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　5月 2 日（火）、地方自治功労で「旭日小綬章」を受
章された岩村博さんが表敬訪問しました。岩村さんは、
1975 年から 7期連続で市議会議員を務め、議長などを
歴任されました。市政に大変貢献したその功績が認め
られ、この章の受章となりました。また、2002 年には、
藍綬褒章も受章されています。
　岩村さんは「いろいろ苦労もあったが、素晴らしいご
褒美をもらえた。家族の理解やサポートがあってこその
受章だと思っている」と話してくれました。

　

　市役所で、「矢板市内郵便局との地域における協力に
関する協定」の調印式が行われました。この協定は、郵
便局員が配達業務中などに、①地域見守り活動に関する
こと②道路の損傷等に関すること③廃棄物等の不法投棄
に関すること④災害発生時の協力に関することについて、
業務に支障のない範囲で、市に情報提供をするものです。
　矢板郵便局の菱沼健一局長は「地域に根ざしている郵
便局として、市と連携することにより、さらに地域に貢
献していきたい」と話してくれました。

　

　市役所で、自衛官募集相談員委嘱状交付式が行われ、
村松功一さん、太田誠二さん、萩島裕司さんに委嘱状が
手渡されました。自衛官募集相談員とは、自衛隊地方協
力隊本部と市が連名で委嘱するもので、入隊希望者の紹
介、相談、広報活動などを行っています。
　委嘱にあたり、自衛隊栃木地方協力本部の奥村晶一本
部長からは「特に若い世代の人材確保が難しい時代。だ
からこそ、自衛官募集相談員の皆さんの力が必要なので、
ぜひがんばってほしい」との話がありました。

　市役所で、「矢板市と作新学院大学との地方創生の推
進に関する協定」の調印式が行われました。この協定は、
矢板市と作新学院大学が幅広い分野において相互に協
力・連携し、各々が有する資源や機能を有効に活用する
ことで相乗効果を高めながら、市内経済の活性化とその
担い手の育成を図り、社会の持続可能な発展に寄与する
ことを目的とし、締結されたものです。
　市長からは「市、大学の双方にとって実りある成果を
生み出すことを期待したい」との話がありました。

▲（左から）
 ・太田誠二さん
 ・村松功一さん
 ・萩島裕司さん

▲（左から）
 ・矢板郵便局  菱沼局長
 ・泉郵便局  鈴木局長
 ・齋藤市長
 ・矢板本町郵便局  黒田局長
 ・片岡郵便局  塩澤局長

▲（左から）
 ・齋藤市長
 ・作新学院大学  渡邊学長
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　市役所で、市と県トラック協会塩那支部矢板地区協議
会による「災害等における物資等の緊急輸送業務及び応
急対策業務に関する協定」の調印式が行われました。こ
れは、災害時、支援物資の輸送により、当市やその他の
市町村の緊急対応をしていただくとともに、可能な限り、
物資等の保管場所について、協力していただくものです。
　市長からは「トラック協会矢板地区協議会と連携する
ことで、災害時の迅速な初動体制を築き、安心・安全な
まちづくりにつなげていきたい」との話がありました。

　道の駅やいたで、開所 6 周年を記念したイベントが開
催されました。当日は、お米のすくい取り大会やモンキ
ーパフォーマンスなどが行われ、ゴールデンウィーク初
日であったこともあり、観光客や家族連れでにぎわいを
見せました。
　また、ゴールデンウィーク期間中には、ほかにもチェ
ーンソーカービングショーやバルーンパフォーマンス、
出張似顔絵イベントなどが開催され、道の駅に立ち寄っ
た方たちを楽しませました。

　

　第二農場地区の兵庫畑で、「棚田オーナー制度」参加
者による田植えが行われました。当日は、雨の降るあい
にくの天気でしたが、県内外から約 50 人の参加者が集
まり、田植え作業を体験しました。色とりどりのレイン
コートを身にまとった参加者たちが田植えをする姿は、
土色の田んぼに花が咲いたようでした。
　昼食では、地元農家のお母さんたちが手作りした野菜
たっぷりのとん汁などが振る舞われ、心のこもった温か
い料理をみんなでおいしくいただきました。

　長峰公園で、シルバー人材センターの皆さんによる奉
仕活動が行われました。この活動は、ツツジの時期を前
に訪れる方々に気持ちよく鑑賞していただきたいと毎年
行われているものです。
　また、５/12（金）には市役所周辺で、シルバー大学
北校卒業生の皆さんによる奉仕活動が行われました。こ
の活動も日頃授業などで使用している施設周辺への感謝
の気持ちを込めて、毎年行われているものです。
　皆さん、ありがとうございました。

▲（左から）
 ・齋藤市長
 ・塩那支部矢板地区協議会
　藤島地区長
 ・塩那支部  石塚支部長

▲
シルバー人材センターの
皆さん

◀シルバー大学北校卒業
　生の皆さん


